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地の都道府県別では，東京圏の東京，神奈川，千

葉，埼玉で60.3％を占めていた。月別利用者では，

7〜10月の4ヶ月で45.8％，12〜3月の4ヶ月で21.3％

であった。曜日別では，月曜日の利用者が18.6％と

最も多いが，曜日による大きな差はなかった。時間帯

別では，8時〜15時59分の昼間に51.5％の割合であ

った。男女別では男性が58.8％を占めていた。DAN	

JAPAN会員の占める割合は47.3％であった。相談者

別では，レクリエーショナルダイバーが73.8％，インス

トラクターやガイドダイバーが16.1％，その他の医療

機関からの問い合わせなどが10.1％であった。緊急

の問い合わせ割合は43.3％であった。相談内容の内

訳は，減圧障害が54.8％であり，耳と副鼻腔の障害

が7.5％，その他の潜水障害は7.3％であったが，事

務手続きなどの内容が30.4％を占めていた。

【考察】緊急ホットラインの17年間の年次推移は年間

約90件であった。そのうち減圧障害の含める割合は

半数以上であり，緊急以外の相談が57％を占めてい

た。

減圧障害に対しては高気圧治療が絶対適応である

ものの，レジャーダイバーを受け入れてくれる治療施

設が少なく，1994年度と比較してその施設が減少して

いることも問題であろう。今後，再圧治療に関わる

適切な医療制度を確立し欧米諸国と同様2）にDCSや

AGE対応が医療機関で速やかに対応できる体制作り

と共にダイバーにはさらなる安全潜水の教育指導が望

まれる。
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【はじめに】DAN	JAPANとは，（財）日本海洋レジャー

安全・振興協会が行うレジャーダイビングの事故者に

対する緊急医療援助システムのことである。ダイバー

が潜水障害などに罹患した場合には，潜水医学の専

門医と高気圧治療施設が必要であり，事故者を早期

に治療できる体制の確立が望まれたことから，アメリ

カのDANをモデルに，1992年に「DAN	JAPAN」が発

足した1）。今回，1992年から2010年3月までの18年間

における緊急ホットライン利用状況について報告する。

【方法】18年間の緊急ホットライン利用者の医療相談

受付記録票により緊急性の有無，居住地，受付月別，

曜日別時間帯，男女の割合，相談内容（減圧障害，

耳と副鼻腔の障害，その他）などの項目についてまと

めた。

【結果】2007年度の緊急ホットラインは外部委託したた

め詳細な記録が残っておらず，実際の調査分析年数

は17年間であった。

図に年度別件数の推移を示す。総件数は1,515件

（年平均89.1件）であった。ホットライン利用者の居住

図　ホットラインの利用者年次推移




